
2015年度事業報告書 

 
特定非営利活動法人 アイ・アジア  

 
Ⅰ 事業期間 
 
 2015年1月1日～2015年12月31日 

 
Ⅱ 事業の成果 
 
業務の2本の柱の1つの調査報道の発信については、ウェブサイト上に38本の記事を掲載し
た。このうち10月5日に掲載した「米記者から『出来レース』批判された安倍首相の国連会
見」は、他のメディアでも掲載されるなど大きな反響を呼び、1日のアクセス数が5万件を超え
るものとなった。 
また、政治資金の調査で実績を出してきた市民団体「政治資金オンブズマン」との連携を深め、
国会議員の政治資金収支報告書のデータバンク的な機能を持つ取り組みも始めた。完成すれば日
本で初の試みとなり、政治と金の問題を広く多くの人に考えてもらう契機になると考える。 
更に、アジア各国で調査報道に取り組むジャーナリストのネットワークであるAsian Consortium
 of Investigative Journalists(ACIJ)を結成。現在、韓国、中国、東南アジア、米国、カナダの
ジャーナリストら100人以上が加入しており、今後、ネットワークを生かした取り組みを始める
素地ができた。 
もう1つの柱である「報道の未来を考える催し」については、4月に「危険地帯を取材する意義
とあり方について考えるシンポジウム」を開催し130人が参加。 

 
Ⅲ 事業の実施状況 
 
 １ 特定非営利活動に係る事業 

事業① 調査報道専門ウェブサイトの充実・拡大事業   

 

(内容)政治資金問題、政府と大手メディアの密な関係、STAP 細胞問題、北朝鮮による拉致問題、

NHKの問題、第二次大戦の時の秘話などのオリジナル記事38本を掲載した(記事リストは別紙)。 
 
 
市民グループと連携して国会議員の政治資金収支報告書のデータベース作りに着手。市民に無償

で公開し、政治と金の問題への関心を高める取り組みを本格化させた。 
 ウェブサイトのURLはhttp://www.npo-iasia.org/ 
(収入） この事業のための収入は計上していない 0円 

(支出）  420000円(税込み)  ウェブ管理業務委託費として 

278872円  取材、打ち合わせ交通費として  

25599円     原稿料、印刷代として 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
事業② 諸機関と共に独立性の高い調査報道国際ネットワークの構築事業 
 
(内容)  2015年11月にノルウェイのリレハンメルで開催された国際調査報道会議（Global Inv
estigative Journalism Conference）にアイ・アジアのメンバーが参加。世界で活躍する同じ非
営利報道のジャーナリストと交流を深め、研鑽を積んだ。 
 

この事業は参加者の他の出張と合わせて出席のため計上しない。 0円  

 

 

11月リレハンメルでの国際会議 

 

事業③ 調査報道、ジャーナリズム関連のセミナーの開催事業 

 
（内容）「危険地帯を取材する意義とあり方について考えるシンポジウム」。 
 
下記の通りに実施した。 
（協賛）アイ・アジア、アジアプレス、デイズジャパンサポーターズクラブ、自由ジャーナリス

トクラブ 
（実施場所）エル大阪 
（実施日時）2015年4月6日 午後1時～午後5時  
 (実施内容)  石川文洋(ジャーナリスト)、小林正典(ジャーナリスト)、高尾具成（毎日新聞）、

石丸次郎(アイ・アジア)、玉本英子（同）5名で議論。 
 
危険地帯での取材の必要性や困難さについて議論。会場カンパ（資料代）は1000

円 
 
シンポジウムの詳細な内容報告はウェブ上で記事化した。 
なぜ危険地帯を取材するのか? ジャーナリスト5人が語る危険地帯取材の意義と課題(上) 
http://www.npo-iasia.org/archive/2015/04/simpo2015report.htm 
なぜ危険地帯を取材するのか? ジャーナリスト5人が語る危険地帯取材の意義と課題(下) 
http://www.npo-iasia.org/archive/2015/05/simpo2015report2.html 
 
            
(収入） この事業のための収入としては計上していない 0円  
(支出）  1万円 協賛費  
 



 

 

4月6日のシンポの様子 

 

 

 
Ⅳ 社員総会の開催状況 
  第3回通常総会 

(日時）4月5日 午前10 時00 分～午前10 時50 分 
（場所） 大阪市北区のアイ・アジア事務所 
（社員総数） 11名  出席者数 8 名(表決委任者3 名) 

(内容) 第一号議案 事業報告書、財産目録、貸借対照表及び活動報告書 付議の件、 

第二号議案 役員選任の件 

第三号議案  議事録署名人選任の件    

議長より議事録署名人として、石丸次郎と鈴木祐太の２名を指名したいとの提案があり、これを

諮ったところ全員異議なく承認した。全議案とも審議の結果満場一致で可決承認された。 

 

 
臨時総会 
 
（日時） 7月5日 13時～13時30分 
（場所） 大阪市北区のアイ・アジア事務所 
（社員総数） 11名 
（出席者数） 6名（うち委任状出席者3名、） 
（内容）第一号議案 事業報告書、財産目録、貸借対照表及び活動報告書について 
          2013年度、2014年度の決算書の修正案を示し承認を求めた。 
    第二号議案 議事録署名人選任の件。両議案とも審議の結果満場一致で可決承認され

た。 
 
 
Ⅴ 理事会その他の役員会の開催状況 
 
 第2回理事会  

（日時）4月5日 11時～11時30分 
（場所）大阪市北区のアイ・アジア事務所 
（出席者数）3名（うち一名は委任状出席） 

（内容） 第一号議案 玉本英子の理事長再任について 



     第二号議案 議事録署名人選任の件。両議案とも審議の結果満場一致で可決承認され

た。 

 


